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 News Release 
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各 位                                     日立金属株式会社 

 

航空機エンジン用ニッケル基合金大型鍛造部材の製造方法が 

 令和 4 年度 中国地方発明表彰「島根県知事賞」を受賞 
 

日立金属株式会社（以下 日立金属）の「航空機エンジン用ニッケル（Ni）基合金大型鍛造部材の

製造方法」（発明者 大豊 大吾、松本 英樹）が、公益社団法人 発明協会主催の中国地方発明表彰にお

いて、「島根県知事賞」を受賞いたしました。表彰式は、10 月 28 日（金）にホテルモナーク鳥取にて

行われる予定です。 

 

記 

１．名  称 

航空機エンジン用 Ni 基合金大型鍛造部材の製造方法（特許第 6902204 号） 

 

２．受  賞 

「島根県知事賞」 

日立金属株式会社   金属材料事業本部  特殊鋼統括部   大豊 大吾 

              金属材料事業本部  特殊鋼統括部   松本 英樹 

 

３．発明概要 

Ni 基合金大型鍛造部材は、主に航空機用ジェット

エンジンの高温側で使用されており、高い品質が要求

されます。また、当素材が持つ高温特性からも、高温

下の鍛造でも成形が難しく、かつ大型であるため、鍛

造機も大型かつ高性能であることが必要となります。

これまで日本国内における従来技術は比較的小さな熱

間鍛造※品を成形するものが主であったため、この知

見を航空機エンジン用途のような高い信頼性が求めら

れ、かつ大型鍛造が必要とされる製品に適用すること

は困難でした。 

そこで日立金属は、関連会社の日本エアロフォージ株式会社（岡山県倉敷市）が持つ国内最大級の

5 万トン型打鍛造機を用いて独自の熱間鍛造方法を開発しました。熱間鍛造では上金型と下金型とで

高温に加熱された素材を挟み込んで押圧して成形します（参考：p.2 図）。大型の鍛造素材を熱間鍛造

する場合には、この成形時に、素材に被覆した潤滑剤が潤滑切れを起こしやすくなることから、素材

が変形する鍛造終盤において鍛造荷重が大きくなり、目標とした形状が安定して得られないことや、

表面不良（キズ）が発生しやすくなります。この課題に対して、金型と素材に被覆する潤滑剤におい

てそれぞれ異なるものを適用し、成形時における鍛造荷重を低減させることで、安定した成形性を得

るとともに、キズの発生を抑制しました。 

本発明により、従来日本国内では生産できなかった航空機エンジン用の大型鍛造部材の製造に初めて

Ni 基合金大型鍛造部材 



 

２ 

 

成功し、Ni 基合金製大型鍛造部材を国内の重工メーカーへ安定供給できるようになりました。さらに、

Ni 基合金以外の鍛造品へも技術応用できる観点からも、他の重要部品への展開や使用するレアメタル量

の削減も期待されています。 

日立金属は、今後も最先端の素材技術によって世界をリードする研究開発を進め、社会や産業の発展

に貢献していきます。 

以 上 

■熱間鍛造のイメージ図 

   

 

1: 下金型 

2: 上金型 

3: 型彫り面 

4: 潤滑剤 

5: 鍛造素材 

6: 鍛造素材に被覆した潤滑剤 

 

 

 

※熱間鍛造：金属材料を高温加熱し、柔らかい状態にした上で、プレス機によって圧力をかけ、金型成形する 

加工法。材料に高い強度と靭性を得ることができる。 

 

 

 

【お客様からのお問い合わせ】 日立金属株式会社 金属材料事業本部    担当  平野 TEL 090-3498-4603 

【報道機関からのお問い合わせ】日立金属株式会社 コミュニケーション部  担当  車谷 TEL 080-2108-0159 

 

 

 

■新商号プロテリアル（PROTERIAL）について 

 日立金属株式会社は、2023年 1 月 4 日に「株式会社プロテリアル」に商号変更いたします。 

 

新商号プロテリアル（PROTERIAL）は、当社の企業理念を構成する Mission「質の量産」、Vision「持続可能な社会を

支える高機能材料会社」、Values「至誠」「龢則彊(和すれば強し)」のエッセンスを反映しており、“PRO”＋

“MATERIAL”から作られています。PRO が表すのは Professional（専門的な）、Progressive（革新的な）、Proactive

（主体的な）の 3 つの言葉で、それぞれに「期待を超える仕事」「挑戦し続ける意志」「主体的な姿勢」という意味を 

込めています。MATERIAL はこれら 3 つの PRO に支えられた独創的な技術から生み出される、高機能材料を意味します。 

当社グループはその製品と想いに根ざしたサービスを通じてお客さまの課題を解決し、世界の人々に新たな価値を提

供して、持続可能な社会の実現に貢献し続けてまいります。 

 

■日立金属の新社名「プロテリアル」紹介動画 

https://youtu.be/LE5sbQIoIfg 

右記の QR コードからもご覧いただけます。 

 

https://youtu.be/LE5sbQIoIfg

